
明
治
美
術
学
会
刊
 
 

『
近
代
画
説
』
 
十
二
号
 
平
竿
五
年
（
二
〇
〇
三
）
竿
二
月
十
三
日
発
行
 
 

一
抜
聖
二
 
 

特
集
「
近
代
」
と
「
美
術
」
の
外
側
 
 

矢
代
幸
雄
と
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
田
本
苗
美
術
展
覧
会
（
一
九
五
三
年
）
 
 

久
保
い
く
こ
 
 
 



は
じ
め
に
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
）
は
、
日
本
 
 

が
占
領
を
解
か
れ
て
間
も
な
い
一
九
五
三
年
に
、
国
宝
及
び
重
要
文
化
財
六
十
 
 

九
件
を
含
む
九
十
一
件
百
十
人
点
の
日
本
の
古
美
術
を
、
ア
メ
リ
カ
主
要
五
都
 
 

市
に
巡
回
し
た
海
外
展
で
あ
る
。
日
本
美
術
史
上
の
代
表
的
作
品
を
一
堂
に
集
 
 

め
る
充
実
し
た
出
品
内
容
と
、
一
年
を
か
け
て
ア
メ
リ
カ
を
回
る
と
い
う
規
模
 
 

の
大
き
さ
は
、
前
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

失
代
幸
雄
は
、
主
催
者
で
あ
る
文
化
財
保
護
委
員
会
の
一
員
と
し
て
こ
の
展
 
 

覧
会
に
携
わ
っ
た
。
失
代
の
自
伝
的
著
作
『
私
の
美
術
遍
歴
』
（
以
下
『
遍
歴
』
）
 
 

は
出
版
か
ら
三
十
年
を
経
た
今
日
に
お
い
て
も
な
お
失
代
の
経
歴
を
伝
え
る
最
 
 

も
詳
し
い
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
十
三
章
「
戦
後
海
外
に
お
け
る
日
本
古
 
 

美
術
大
展
覧
会
の
開
催
」
は
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
の
回
想
に
充
て
ら
れ
て
い
 
 

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
こ
の
国
策
的
展
覧
会
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
私
の
企
画
 
 

特
集
「
近
代
」
と
「
美
術
」
の
外
側
 
 

矢
代
幸
雄
と
ア
メ
リ
カ
巡
回
 
 

日
本
古
美
術
展
覧
会
（
一
九
五
三
年
）
・
 
 

で
や
っ
た
」
と
い
う
か
ら
〔
註
1
〕
、
矢
代
が
実
質
的
に
展
覧
会
の
采
配
を
振
る
 
 

っ
た
も
の
ら
し
い
。
失
代
の
経
歴
は
、
加
藤
哲
弘
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
よ
う
 
 

に
、
大
き
く
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
〔
註
2
〕
。
第
一
の
西
洋
美
術
史
研
 
 

究
の
時
代
、
第
二
の
日
本
・
東
洋
美
術
史
研
究
の
時
代
に
次
い
で
、
戦
後
に
相
 
 

当
す
る
第
三
期
に
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
活
動
や
大
和
文
筆
館
の
設
立
が
 
 

あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
は
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
 
 

た
。
 
 
 

本
稿
は
、
ま
ず
展
覧
会
の
概
要
を
示
し
、
次
に
展
覧
会
が
実
現
に
至
る
経
緯
 
 

と
、
出
品
物
の
選
定
を
巡
る
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、
失
代
の
視
点
 
 

か
ら
著
述
さ
れ
た
 
『
遍
歴
』
 
に
客
観
的
な
検
証
を
加
え
る
試
み
と
し
た
い
。
 
 
 

一
、
展
覧
会
の
概
要
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
経
過
や
派
遣
係
官
か
ら
の
報
告
、
現
地
で
の
報
道
記
事
 
 
 

久
保
い
く
こ
 
 

蜃
S
岩
こ
訂
計
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特集「近代」と「美術」の外叫矢代幸雄とアメリカ巡回日本古美術展覧会（一九五三年）…久保いくこ  

な
ど
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
っ
て
 
『
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
 
 

会
報
告
書
』
 
（
以
下
『
報
告
書
』
）
〔
註
3
〕
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
出
 
 

品
物
の
図
版
を
五
点
の
カ
ラ
ー
を
交
え
て
収
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
文
を
付
 
 

し
た
カ
タ
ロ
グ
内
村
已
監
許
b
O
f
旨
苫
莞
S
e
七
打
訂
．
許
g
a
已
S
c
u
甘
叶
u
r
e
（
以
下
『
カ
 
 

タ
ロ
グ
』
）
 
〔
註
4
〕
が
会
場
で
販
売
さ
れ
た
。
 
 
 

展
覧
会
は
「
米
国
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
 
 

か
っ
た
。
一
九
五
二
年
八
月
の
文
部
省
の
文
書
に
は
「
米
国
内
に
お
け
る
日
本
 
 

古
典
美
術
展
覧
会
」
と
あ
り
〔
註
5
〕
、
同
年
十
月
の
閣
議
決
定
で
は
「
ア
メ
リ
 
 

カ
合
衆
国
に
お
け
る
日
本
古
美
術
品
展
覧
会
」
と
称
さ
れ
た
〔
註
6
〕
。
「
ア
メ
リ
 
 

カ
巡
回
」
 
の
語
は
 
『
報
告
書
』
 
が
初
出
で
あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
は
会
場
ご
と
に
 
 

P
a
g
e
a
n
t
O
f
P
r
i
c
e
－
e
s
s
T
r
e
a
s
u
r
e
s
或
い
は
M
a
s
t
e
r
p
i
e
c
e
s
O
f
l
a
p
a
ロ
e
S
e
A
r
t
 
 

の
よ
う
な
展
覧
会
名
を
入
れ
て
作
ら
れ
た
〔
註
7
〕
。
『
カ
タ
ロ
グ
』
の
書
名
と
同
 
 

様
に
、
い
ず
れ
の
英
語
名
も
日
本
語
の
古
美
術
に
相
当
す
る
語
を
用
い
て
は
い
 
 

な
い
。
 
 
 

展
覧
会
の
主
催
者
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
と
、
会
場
と
な
っ
た
五
つ
の
美
 
 

術
館
の
館
長
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
委
員
長
に
経
済
の
 
 

専
門
家
で
浮
世
絵
蒐
集
で
も
知
ら
れ
る
高
橋
誠
一
郎
、
委
員
と
し
て
唯
一
の
美
 
 

術
史
家
で
あ
る
矢
代
、
国
宝
保
存
会
会
長
や
国
立
博
物
館
評
議
員
会
長
な
ど
を
 
 

シ
ア
ト
ル
美
術
館
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
E
・
フ
ラ
ー
R
i
c
F
a
r
d
E
．
F
u
－
－
e
r
、
シ
カ
 
 

歴
任
す
る
細
川
護
立
、
日
本
銀
行
総
裁
の
一
万
田
尚
登
、
建
築
家
の
内
田
祥
三
 
 

の
五
名
か
ら
成
る
。
ア
メ
リ
カ
側
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
 
 

リ
ー
の
デ
ー
ヴ
イ
ッ
ド
・
E
・
フ
ィ
ン
レ
ー
D
a
ま
d
E
．
F
i
n
－
e
y
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
 
 

タ
ン
美
術
館
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
F
r
a
n
c
i
s
H
e
ロ
r
y
T
a
y
－
O
r
、
 
 
 

ゴ
美
術
館
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ッ
ト
ン
・
リ
ッ
チ
D
a
n
i
e
－
C
a
t
t
O
ロ
R
i
c
h
、
ボ
ス
 
 

ト
ン
美
術
館
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
H
・
エ
ッ
ジ
エ
ル
G
e
O
r
g
e
H
．
E
d
g
e
［
の
各
館
長
 
 

が
名
を
連
ね
た
。
米
国
側
顧
問
に
は
ジ
ョ
ン
・
D
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
 
 

J
O
F
ロ
D
．
R
O
C
k
e
訂
亡
e
r
I
I
i
の
名
前
が
あ
る
〔
註
8
〕
。
 
 
 

文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
二
十
九
日
に
施
行
さ
れ
た
文
化
 
 

財
保
護
法
に
基
づ
い
て
文
部
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
文
化
財
の
保
存
 
 

と
活
用
を
担
う
機
関
で
あ
る
〔
註
9
〕
。
海
外
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
 
 

文
化
財
の
普
及
活
用
事
業
の
一
環
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会
の
付
属
 
 

機
関
に
は
、
文
化
財
専
門
審
議
会
と
事
務
局
、
東
京
・
京
都
・
奈
良
の
国
立
博
 
 

物
館
、
そ
し
て
東
京
・
奈
良
の
国
立
文
化
財
研
究
所
が
あ
っ
た
〔
註
1
0
〕
。
そ
の
 
 

う
ち
の
事
務
局
に
は
記
念
物
課
、
美
術
工
芸
課
、
建
造
物
課
、
無
形
文
化
課
な
 
 

ど
が
あ
り
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
よ
う
な
展
覧
会
に
際
し
て
出
品
目
録
の
作
 
 

成
な
ど
の
実
務
を
手
掛
け
た
の
は
美
術
工
芸
課
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
 
 

は
、
古
美
術
品
の
取
り
扱
い
の
た
め
に
日
本
か
ら
六
名
の
係
官
が
派
遣
さ
れ
た
 
 

が
、
交
替
を
含
め
延
べ
九
名
の
う
ち
の
三
名
は
こ
の
美
術
工
芸
課
の
職
員
で
あ
 
 

っ
た
 
〔
註
1
1
〕
。
 
 
 

展
覧
会
の
実
施
に
先
立
ち
、
日
米
の
問
で
展
示
期
間
や
出
品
物
の
管
理
責
任
 
 

な
ど
を
取
り
決
め
る
協
定
が
結
ば
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
参
加
 
 

美
術
館
の
代
表
者
五
名
と
共
に
こ
れ
に
署
名
し
た
高
橋
誠
一
郎
の
肩
書
き
が
、
 
 

日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
展
覧
会
 
 

は
、
日
本
国
政
府
と
参
加
美
術
館
の
共
催
と
す
る
」
と
協
定
の
第
一
条
に
定
め
 
 

ら
れ
た
。
し
か
し
『
カ
タ
ロ
グ
』
 
で
は
S
p
O
ロ
S
O
r
e
d
b
y
t
h
e
G
O
完
r
n
m
e
ロ
t
O
f
 
 

l
a
p
a
ロ
つ
ま
り
日
本
政
府
後
援
と
な
っ
て
い
る
。
予
算
の
面
で
は
、
日
本
側
は
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桃山障屏画 8件  

49  日月山水国／大阪、金剛寺   重文   ●   

50  調馬図／京都、醍醐寺   重文  

51  南蛮屏風〔宮内庁〕   御物  

52  花井図 海北友松筆／京都、妙心寺   重文  

53  猿喉竹林図 長谷川等伯筆／京都、相国寺   重文  

別  松に草花図／京都、智積院   国宝  

55  牡丹図（展殿牡丹之間）／京都、大覚寺   重文   ●   

56  名古屋城本丸御殿障壁画／愛知、名古屋市   重文   ●   

57  名古屋城本丸御殿障壁画 狩野探幽筆／愛知、名古屋市   重文  

58  枯木鳴鴇図 宮本武蔵筆／神奈JlI、長尾美術館〔大阪、和泉市久保惣記念美術舘〕  重文   ● ● ●   

59  風神雷神図 俵屋宗達筆／京都、建仁寺   国宝  

60  草花下絵和歌巻 光悦筆 宗達下絵／東京、畠山一清〔東京、畠山美術館〕   →重文  ● ●   

61  山帰来図 宗達筆／東京、川合玉堂〔東京国立博物館〕  

62  脚濁図 尾形光琳筆／東京、団伊能〔東京、畠山美術館〕   重文   ●   

63  尾形光琳関係資料 小西家伝来／東京、渡辺善十郎〔文化庁〕   重美→重文  

64  四季花鳥図巻 抱一筆／東京国立博物館  ●   

65  煙霞帖 浦上玉堂葦／神奈川、梅沢彦太郎〔東京、梅沢美術館〕   重美→重文   ●   

66  楼閣山水図 池大雅筆／東京国立博物館   重文→国宝  ● ●   

67  兎道朝轍図 青木木米筆／岡山、大原総一郎〔京都、大原謙一郎〕   重文   ● ●   

68  市河米庵像 渡辺華山筆／東京、片倉五郎〔京都国立博物館〕   重文  

69  雪松図 円山応挙筆／東京、三井高公〔東京、三井文庫〕   国宝   ● ●   

70  花鳥写生図 円山応挙筆／京都、西村総左衛門   重文  

71  舞踊図／京都、京都市   重美→重文  

72  縄暖簾図／京都、原邦造■〔東京、アルカンシエール美術財団〕   重美→重文  

73  湯女図／静岡、岡田茂吉〔静岡、世界救世教〕   重美→重文   ●   

74  見返り美人図 菱川師宣筆／東京国立博物館  

75  美人図 懐月堂筆／東京国立博物館  

76  風俗図巻 宮ノけ長春筆／東京国立博物館  

77  美人図 宮川長春／奈良、大和文章館   重美  

78  鋼造菩薩半伽像（法隆寺献納）台座拒に丙寅年の刻銘がある／東京国立博物館   →重文  ●   

79  鋼造阿弥陀三尊像（法隆寺献納）台座刻銘「山田殿像」／東京国立博物館   →重文  

80  銅造菩薩半加俸（法隆寺献納）／東京国立博物館   →重文  

81  銅造菩薩立像（法隆寺献納）／東京国立博物館   →重文  

82  鋼造菩薩半伽像（法隆寺献納）／東京国立博物館   →重文  

83  鋼造観音菩薩立像（法隆寺献納）／東京国立博物館   →重文  

84  木造普賢菩薩立像／奈良、法隆寺   重文  

85  鋼造聖観音立像／兵庫、鶴林寺   重文   ● ●   

86  木造衆宝三善薩立像／奈良、唐招提寺   重文   ●   

87  乾漆薬師如来坐像／京都、神護寺   重文   ●   

88  木造天燈鬼龍燈鬼立像 康弁作／奈良、興福寺   重文→国宝  ●   

89  木造伎楽面／奈良、東大寺   重文   ●   

90  木造伎楽面／東京国立博物館   →重文  

91  阿弥陀三尊及僧形像 銅板押出仏像（法隆寺献納）のうち／東京国立博物館   →重文  

出品目録は『カタログ』の分薫別こ従い『報告書』を参照して作成した。名称の表記は通例に倣い適宜改めた。  
「指定」欄は1952年10月当吼「現所有者」欄と「現状」欄は、1997年12月現在。「現状」は変更があったもののみ示した。  

「米」欄の●印は、アメリカ側が作成したドリームリストに含まれる出品物、同じく「日」欄の●印は日本側の出品目録案に含まれる出  

品物を示す。それぞれ神奈川近代文学館所蔵矢代幸雄関係資料 No．36193．の小冊子「B日本古美術展アメリカ側希望案」と「A日本古  

美術展出品目録案」を参照した。  
「特」欄の●印は、矢代幸雄『日本美術の特質』（初版、1943年）の図版64点に含まれる作品を示す。  
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絵画 77件一仏教絵画17件  〔表1〕アメリカ巡回日本古美術展覧会出品目録  

廃車  名称〆府県名、所有者£溌所有者∋   指定”塊状   米日 時  

帝釈天 十二天像のうち／奈良、西大寺   重文→国宝  

2  無畏十力吼菩薩 五大力菩薩像のうち／和歌山、有志八幡講十八箇院   重文→国宝  ● ●   

3  不動明王像／京都、蔓殊院   重文→国宝  

4  円仁（慈覚大師）聖徳太子・天台高僧像のうち／兵庫、一乗寺   重文→国宝  

5  勤操僧正像／和歌山、普門院   重文→国宝  

6  釈迦如来像／京都、神護寺   国宝   ●   

7  降三世明王 五大尊像のうち／京都、教王護国寺   国宝   ●   

8  千手観音像／東京国立博物館   重文→国宝   ●   

9  阿弥陀浄土曇茶羅図／文化財保護委員会〔奈良国立博物館〕   重文  

10  大威徳明王像／東京、根津美術館   重文   ●   

皿  阿弥陀二十五菩薩来迎図／奈良、興福院   重文  

12  山越阿弥陀図・地獄極楽図／京都、金戒光明寺   重文  

13  二河白道図／兵庫、村山長挙〔兵庫、春雪美術館〕   重文   ●   

14  稚児大師像／兵庫、村山長挙〔兵庫、春雪美術館〕   重文  

15  玄笑三蔵像／東京国立博物館   重文   ●   

16  不動明王像 信海筆／京都、醍醐寺   重文   ●   

17  五百羅漢像 伝僧明兆筆／京都、東福寺   重文  

やまと絵15件  

18  絵因果経 伝弘法大師筆／京都、上品連台寺   重文→国宝  ●   ●   

19  鳥獣人物戯画／京都、高山寺   国宝   ● ● ●   

20  伴大納言絵巻／東京、酒井忠博〔東京、出光美術館〕   国宝   ●   ●   

21  地獄草紙／文化財保護委員会〔奈良国立博物館〕   重文→国宝  ●   

22  北野天神縁起／京都、北野天満宮   重文→国宝  ●   

23  平治物語絵巻（六波羅行幸巻）／東京国立博物館   重文→国宝  ●   

24  天狗草紙／東京、中村庸一郎〔中村雄太郎他二名〕   重文  

25  一遍聖絵 法眼円伊筆／東京国立博物館   国宝   ● ● ●   

26  西行物語絵巻／岡山、大原総一郎〔大阪、寓野美術館〕   重文  

27  扇面法華経冊子／大阪、四天王寺   国宝   ●   

28  観普賢経冊子／神奈川、高梨仁三郎〔東京、五島美術館〕   重文  

29  山水屏風 六曲屏風／京都、神護寺   重文→国宝  

30  源頼朝像 伝藤原隆信筆／京都、神護寺   国宝   ●   ●   

31  小大君像（佐竹本三十六歌仙切）／奈良、大和文筆館   重文   ● ●   

32  明恵上人像／京都、高山寺   重文→国宝  ●   

室町水墨画16件  

33  寒山図 可翁筆／神奈川、長尾美術館〔東京、服部敵他二名〕   重文→国宝  ● ●   

34  白鷺図 良全筆／神奈川、浅野長武〔所有者不明〕   重文  

35  布袋図 黙庵筆 月江正印賛／兵庫、住友吉左衛門〔京都、泉屋博古館〕   重文   ●   

36  渓陰小葉図／京都、金地院   国宝   ●   

37  三益斎図 「周文」の印あり／東京、静嘉堂   重文  

38  竹斎読書図 伝周文筆／東京国立博物館   重文→国宝  ●   

39  寒山図 霊彩筆／神奈Jtl、原寿枝〔東京、大東急記念文庫〕   重文   ●   

40  維摩居士像 文清華／奈良、大和文章館   重文  

41  秋冬山水図 雪舟筆／東京国立博物館   重文→国宝   ●   

42  天橋立図 雪舟筆／東京、山内豊景〔京都国立博物館〕   国宝  

43  花鳥図 伝雪舟筆／東京、小坂順造〔京都国立博物館〕   重文  

44  漬湘八景図 祥啓筆／兵庫、自鶴美術館   →重文  

45  山水図 狩野元信筆／京都、金地院   重文   ●   

46  山水花鳥図 伝狩野元信筆／京都、霊雲院   重文   ●   

47  松鷹図 雪村筆／東京国立博物館   重文   ●   

48  風漂図 雪村筆／京都、野村文英〔京都、野村文章財団〕   重文   ●   
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日
本
国
内
で
の
運
搬
費
を
負
担
す
る
に
止
ま
り
、
往
復
の
海
上
輸
送
及
び
ア
メ
 
 

リ
カ
国
内
で
の
運
搬
費
、
出
品
物
に
掛
け
る
保
険
料
、
そ
し
て
展
覧
会
に
付
き
 
 

添
う
日
本
側
係
官
の
旅
費
な
ど
は
、
各
参
加
美
術
館
が
分
担
し
た
〔
註
ほ
〕
。
 
 
 

九
十
一
件
百
十
人
点
の
出
品
物
に
は
〔
註
1
3
〕
、
《
鳥
獣
人
物
戯
画
》
《
伴
大
納
 
 

言
絵
巻
》
《
源
頼
朝
像
》
、
宗
達
の
《
風
神
層
神
国
》
な
ど
の
名
品
が
含
ま
れ
る
 
 

（
表
1
参
照
）
。
内
訳
は
 
『
カ
タ
ロ
グ
』
 
に
よ
れ
ば
絵
画
七
十
七
件
、
彫
刻
十
四
 
 

応挙葦《雪松図》を鑑賞するアイゼンハウア一大統領夫妻と新木駐米日本大使  
（ワシントン会場にて1953年2月1日）  

「ヤー t‾   －t    ヽ ■‘  

r  － ち  

】サ、、、’t伸一▼‾■㌣－‾¶ ‘巾■M  
P  ▼  

へ
と
変
更
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
 
 

今
と
な
っ
て
は
八
十
五
件
が
国
宝
・
重
文
で
あ
る
〔
註
1
6
〕
。
内
容
は
六
世
紀
の
 
 

仏
教
彫
刻
か
ら
江
戸
時
代
の
絵
画
ま
で
な
の
で
、
展
覧
会
名
の
「
古
美
術
」
が
 
 

江
戸
時
代
以
前
の
美
術
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

会
場
と
会
期
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
一
九
五
三
 
 

年
一
月
二
十
五
日
よ
り
二
月
二
十
五
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
 
 

美
術
館
で
三
月
二
十
七
日
よ
り
五
月
十
日
、
シ
ア
ト
ル
美
術
館
で
七
月
九
日
よ
 
 
 

特別に作られた鳥居（シアトル美術館正面）  

件
だ
が
、
『
報
告
書
』
で
は
《
木
 
 

造
伎
楽
面
》
と
《
阿
弥
陀
三
尊
 
 

及
僧
形
像
》
を
工
芸
に
分
類
し
 
 

て
い
る
 
〔
註
1
4
〕
。
こ
の
ゝ
つ
ち
国
 
 

宝
は
十
二
件
、
重
要
文
化
財
は
 
 

五
十
七
件
な
の
で
、
九
十
一
件
 
 

の
実
に
四
分
の
三
に
相
当
す
る
 
 

六
十
九
件
が
国
宝
・
重
文
級
の
 
 

名
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
 
 

五
二
年
十
月
当
時
の
指
定
で
あ
 
 

る
か
ら
、
一
九
五
二
年
三
月
の
 
 

第
二
次
国
宝
指
定
と
同
年
七
月
 
 

の
第
二
次
重
要
文
化
財
指
定
を
 
 

反
映
し
た
数
字
で
あ
る
〔
註
ほ
〕
。
 
 

の
ち
に
重
要
美
術
品
が
重
要
文
 
 

化
財
へ
、
重
要
文
化
財
が
国
宝
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特集「近代」と「美術」の外側l矢代幸雄とアメリカ巡回日本古美術展覧会（一九五三年）…久保いくこ  

日
本
か
ら
海
外
へ
古
美
術
を
運
ぶ
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
し
ば
し
ば
掛
か
れ
 
 

て
き
た
。
古
く
は
一
九
一
〇
年
の
日
英
博
覧
会
に
、
古
美
術
が
現
代
美
術
な
ど
 
 

と
一
緒
に
出
品
さ
れ
た
〔
註
讐
。
一
九
三
六
年
に
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
創
立
 
 

三
百
年
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
、
ボ
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
 
 

国
際
文
化
振
興
会
（
K
B
S
）
を
中
心
に
し
て
組
織
さ
れ
た
こ
の
展
覧
会
委
員
 
 

会
に
、
失
代
は
委
員
及
び
実
行
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
出
品
物
の
運
搬
や
付
 
 

り
八
月
九
日
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
で
九
月
十
五
日
よ
り
十
月
十
五
日
、
ボ
ス
ト
ン
 
 

美
術
館
で
十
一
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
十
五
日
ま
で
で
あ
っ
た
 
〔
註
け
〕
。
ニ
ュ
 
 

ー
ヨ
ー
ク
会
場
で
や
や
長
め
に
四
十
六
日
間
の
展
示
を
し
た
ほ
か
は
、
一
ケ
月
 
 

ご
と
の
展
示
と
移
動
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
順
序
は
「
不
必
要
な
旅
行
を
さ
け
 
 

る
よ
う
に
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
協
定
に
定
め
ら
れ
た
に
も
拘
わ
ら
 
 

ず
〔
註
1
8
〕
、
出
品
物
は
横
浜
を
出
港
し
て
ア
メ
リ
カ
海
軍
輸
送
船
で
西
海
岸
の
 
 

シ
ア
ト
ル
に
上
陸
し
た
の
ち
、
列
車
で
ワ
シ
ン
ト
ン
に
移
動
し
、
再
び
列
車
で
 
 

シ
ア
ト
ル
ま
で
往
復
し
て
か
ら
、
東
海
岸
の
ベ
イ
ヨ
ン
港
で
船
に
積
ま
れ
た
か
 
 

ら
、
三
回
も
大
陸
を
横
断
し
た
〔
註
1
9
〕
。
そ
の
理
由
は
「
各
都
市
の
気
候
候
件
 
 

を
考
へ
て
、
各
々
の
土
地
で
な
る
べ
く
良
い
時
期
を
選
ぶ
や
う
に
し
た
」
か
ら
 
 

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
〔
註
2
0
〕
。
な
お
、
日
本
に
戻
っ
た
出
品
物
を
展
示
す
る
記
 
 

念
特
別
展
は
、
東
京
国
立
博
物
館
で
一
九
五
四
年
三
月
十
二
日
よ
り
二
十
一
日
 
 

ま
で
開
催
さ
れ
た
〔
註
2
1
〕
。
 
 

二
、
海
外
に
お
け
る
 
 

日
本
古
美
術
展
覧
会
の
流
れ
 
 

添
い
を
担
っ
た
の
は
山
中
商
会
で
あ
る
〔
註
讐
。
一
九
三
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
 
 

シ
ス
コ
万
国
博
覧
会
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
は
、
国
際
文
化
振
興
会
に
よ
っ
て
 
 

出
品
が
行
な
わ
れ
た
〔
註
讐
。
同
年
の
ベ
ル
リ
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
戦
 
 

前
に
文
部
省
が
行
な
っ
た
唯
一
の
展
覧
会
で
あ
る
が
、
失
代
は
委
員
及
び
実
行
 
 

委
員
と
し
て
参
加
し
た
 
〔
註
讐
。
 
 
 

戦
後
に
な
っ
て
日
本
の
古
美
術
が
海
外
へ
貸
し
出
さ
れ
た
最
初
は
、
一
九
四
 
 

九
年
に
シ
ア
ト
ル
美
術
館
で
開
か
れ
た
日
本
美
術
展
で
あ
る
。
連
合
国
軍
総
司
 
 

令
部
の
美
術
顧
問
を
務
め
た
の
ち
帰
米
し
て
シ
ア
ト
ル
美
術
館
副
館
長
と
な
っ
 
 

た
シ
ャ
ー
マ
ン
・
リ
ー
S
h
e
r
m
a
n
L
e
e
が
、
単
に
中
国
美
術
の
反
映
と
思
わ
れ
 
 

て
い
る
日
本
美
術
観
を
修
正
し
た
い
と
思
い
企
画
し
た
も
の
で
、
館
所
蔵
の
日
 
 

本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
日
本
の
博
物
館
や
個
人
か
ら
借
り
出
し
た
 
 

十
三
点
を
加
え
た
合
計
三
百
五
十
点
で
日
本
美
術
史
を
体
系
的
に
示
し
た
〔
註
 
 

讐
。
国
立
博
物
館
（
一
九
五
二
年
五
月
に
東
京
国
立
博
物
館
と
改
称
）
 
か
ら
出
品
 
 

さ
れ
た
鳥
獣
戯
画
残
闘
、
雪
舟
筆
径
山
寺
眞
景
図
な
ど
の
五
点
は
、
シ
ャ
ー
マ
 
 

ン
・
リ
ー
の
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
〔
註
2
7
〕
。
 
 

一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
同
年
七
月
に
 
 

デ
・
ヤ
ン
グ
記
念
美
術
館
館
長
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ハ
イ
ル
W
a
－
t
e
r
H
e
i
－
よ
り
国
 
 

立
博
物
館
の
原
田
治
郎
へ
宛
て
て
借
用
依
頼
の
手
紙
が
届
き
、
文
化
財
保
護
委
 
 

員
会
の
下
で
九
月
の
講
和
会
議
に
合
わ
せ
て
わ
ず
か
一
ケ
月
で
準
備
さ
れ
た
と
 
 

い
う
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
を
記
念
す
る
展
覧
会
で
あ
る
。
ハ
 
 

イ
ル
の
案
は
ア
メ
リ
カ
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
本
美
術
に
加
え
て
日
本
か
ら
も
 
 

借
り
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
側
の
希
望
に
よ
り
日
本
の
所
蔵
品
 
 

の
み
の
展
覧
会
と
な
っ
た
〔
註
讐
。
次
い
で
一
九
五
三
年
の
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
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は
、
日
本
か
ら
運
ん
だ
展
覧
会
と
し
て
戦
後
二
回
目
と
な
る
。
五
年
後
の
一
九
 
 

五
人
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
と
「
同
種
同
格
の
大
展
覧
会
」
〔
註
讐
と
し
 
 

て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
の
四
ケ
国
を
会
場
と
し
 
 

て
欧
州
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
〔
註
3
0
〕
。
失
代
は
こ
れ
ら
三
 
 

つ
の
展
覧
会
に
、
文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
問
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
文
化
 
 

財
保
護
委
員
会
（
一
九
六
七
年
よ
り
文
化
庁
）
に
よ
る
日
本
古
美
術
展
に
は
、
一
 
 

九
六
五
年
の
米
加
巡
回
展
や
一
九
六
九
年
の
ス
イ
ス
・
西
ド
イ
ツ
巡
回
展
な
ど
 
 

が
あ
る
〔
註
聖
。
西
川
杏
太
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
次
第
に
こ
う
い
っ
た
 
 

「
給
花
的
な
古
美
術
展
覧
会
」
は
姿
を
消
し
、
一
九
七
〇
年
の
禅
林
美
術
展
や
 
 

一
九
八
〇
年
の
琳
派
絵
画
展
の
よ
う
な
「
ジ
ャ
ン
ル
別
、
流
派
・
作
家
別
の
展
 
 

覧
会
に
対
す
る
要
望
」
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
〔
註
讐
。
 
 
 

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
失
代
は
い
く
つ
か
の
海
外
展
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
 
 

れ
は
矢
代
が
美
術
史
家
と
し
て
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
不
思
 
 

議
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
九
五
三
年
の
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
だ
け
が
、
 
 

『
遍
歴
』
 
に
詳
し
く
回
想
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
が
一
九
五
三
年
と
い
う
年
に
開
催
さ
れ
た
理
由
 
 

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
年
に
は
、
講
和
条
約
締
結
の
よ
う
な
外
交
上
の
行
 
 

事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
こ
の
展
覧
会
は
、
一
人
五
八
年
 
 

に
ペ
リ
ー
提
督
が
日
本
に
上
陸
し
て
百
周
年
と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
」
と
ア
メ
 
 

リ
カ
の
美
術
雑
誌
『
ア
ー
ト
二
；
－
ズ
』
 
の
年
鑑
は
指
摘
す
る
が
〔
註
3
3
〕
、
 
 

日
本
側
に
そ
の
よ
う
な
意
識
は
見
ら
れ
な
い
。
一
部
に
は
、
一
九
五
〇
年
六
月
 
 

に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
背
景
と
し
た
も
の
か
、
古
美
 
 

術
品
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
移
動
を
国
宝
疎
開
と
言
っ
て
椰
冷
す
る
向
き
も
あ
っ
た
 
 

〔
註
聖
。
矢
代
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
の
時
期
に
つ
い
て
「
あ
ま
り
に
早
す
 
 

ぎ
て
、
な
ん
だ
か
敗
戦
日
本
の
運
命
の
き
ま
る
き
び
し
い
悲
し
い
場
合
の
飾
り
 
 

物
を
し
た
よ
う
」
だ
と
す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
は
「
戦
後
適
当
な
る
 
 

時
期
に
海
外
に
お
け
る
日
本
古
美
術
大
展
覧
会
を
開
く
べ
し
と
い
う
私
の
主
張
」
 
 

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
〔
註
警
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
巡
 
 

回
展
は
発
案
者
の
自
発
的
な
意
図
を
持
っ
て
開
催
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
 
 

ろ
う
か
。
 
 
 

三
、
展
覧
会
開
催
の
気
運
 
 

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
古
美
術
を
運
ん
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
と
い
う
計
画
 
 

は
い
つ
ご
ろ
検
討
さ
れ
始
め
、
ど
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
と
し
て
実
現
さ
 
 

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
国
立
博
物
館
が
発
行
す
る
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
 
 

は
、
一
九
五
二
年
九
月
一
日
号
で
初
め
て
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
準
備
を
取
り
上
 
 

げ
、
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。
 
 

大
規
模
な
展
覧
会
を
開
こ
う
と
い
う
話
は
「
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
」
出
 
 
 

昨
年
平
和
条
約
締
結
記
念
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
い
て
日
本
古
美
 
 

術
展
が
開
か
れ
、
好
評
を
博
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
実
 
 

は
終
戦
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
合
衆
国
に
お
い
て
大
 
 

々
的
に
開
催
す
る
こ
と
は
両
国
の
関
係
者
の
間
で
し
ば
し
ば
話
し
合
わ
れ
 
 

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
〔
註
3
6
〕
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て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
は
当
時
の
記
事
に
「
足
元
か
ら
鳥
が
飛
び
立
 
 

つ
よ
う
な
準
備
の
あ
わ
た
だ
し
さ
」
と
あ
る
よ
う
に
〔
註
3
7
〕
、
予
期
せ
ず
し
て
 
 

開
催
が
決
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
「
大
々
的
」
な
古
美
術
展
 
 

と
し
て
温
め
ら
れ
て
き
た
案
が
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

古
美
術
を
ア
メ
リ
カ
ヘ
、
と
い
う
噂
は
す
で
に
一
九
四
六
年
に
聞
こ
え
て
い
 
 

る
。
ラ
ン
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
L
a
ロ
g
d
O
ロ
W
a
r
n
e
r
は
同
年
四
月
に
マ
ッ
カ
ー
 
 

サ
ー
司
令
部
民
間
情
報
教
育
局
美
術
記
念
部
の
顧
問
と
し
て
来
日
し
、
日
本
人
 
 

記
者
団
と
会
見
し
た
。
「
日
本
の
古
美
術
が
ア
メ
リ
カ
へ
移
さ
れ
る
と
い
ふ
話
が
 
 

あ
る
が
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
「
さ
う
い
ふ
噂
は
私
も
し
 
 

ば
し
ば
問
い
た
が
出
所
は
い
づ
れ
も
日
本
側
で
ア
メ
リ
カ
側
が
さ
う
い
ふ
意
志
 
 

も
し
く
は
計
画
を
持
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
は
私
の
知
る
か
ぎ
り
絶
対
に
な
い
」
 
 

と
答
え
た
〔
註
3
8
〕
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
 
「
移
さ
れ
る
」
と
は
、
展
覧
会
の
た
め
に
貸
 
 

し
出
す
の
か
、
或
い
は
売
ら
れ
て
い
く
の
か
が
判
然
と
し
な
い
が
、
ウ
ォ
ー
ナ
 
 

ー
は
話
の
出
所
が
日
本
側
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
 
 

一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
側
に
も
日
本
古
美
術
展
開
催
の
要
望
が
あ
っ
た
。
一
九
 
 

五
〇
年
一
月
の
『
芸
術
新
潮
』
創
刊
号
は
、
「
昨
秋
ア
メ
リ
カ
の
視
察
か
ら
帰
国
 
 

し
た
北
大
の
中
谷
宇
吉
郎
博
士
の
話
で
は
、
米
国
の
各
都
市
の
美
術
館
で
日
本
 
 

の
古
典
美
術
の
展
覧
会
は
や
り
た
い
の
だ
が
送
料
の
経
費
が
出
な
い
と
い
つ
て
 
 

こ
ぼ
し
て
ゐ
た
さ
う
だ
」
と
伝
え
た
〔
註
讐
。
実
際
に
、
文
中
の
「
昨
秋
」
に
 
 

あ
た
る
一
九
四
九
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
の
が
シ
ア
ト
ル
美
術
館
の
日
本
美
 
 

術
展
で
あ
る
が
、
日
本
か
ら
の
貸
出
は
十
三
点
に
止
ま
っ
た
。
 
 

一
九
五
〇
年
五
月
の
 
『
茶
わ
ん
』
誌
上
に
、
シ
ア
ト
ル
展
へ
の
出
品
者
や
関
 
 

係
者
が
出
席
し
た
座
談
会
が
掲
載
さ
れ
た
。
す
で
に
そ
の
場
で
、
の
ち
の
失
代
 
 

の
主
張
と
同
じ
意
見
が
話
題
に
上
っ
て
い
る
。
第
一
は
「
日
本
の
優
秀
な
も
の
 
 

は
、
似
た
も
の
が
二
つ
も
あ
る
場
合
に
は
、
か
く
の
如
く
立
派
な
も
の
が
あ
る
 
 

と
い
つ
て
海
外
へ
出
す
の
が
い
ゝ
と
思
う
」
と
い
う
、
日
本
美
術
の
輸
出
を
容
 
 

認
す
る
意
見
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
九
四
九
年
一
月
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
 
 

失
な
ど
を
背
景
に
「
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
た
方
が
大
切
に
さ
れ
る
」
と
い
う
、
 
 

海
外
で
の
美
術
品
の
保
存
に
信
頼
を
置
く
説
で
あ
る
。
第
三
に
「
今
度
ま
た
ア
 
 

メ
リ
カ
で
日
本
美
術
展
を
や
る
た
め
に
、
ワ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
来
て
頂
い
て
出
品
 
 

物
を
撰
ん
で
貰
つ
て
も
い
ゝ
で
す
ね
」
と
い
う
、
日
本
美
術
の
理
解
者
と
し
て
 
 

有
名
な
ウ
ォ
ー
ナ
ー
へ
の
支
持
が
あ
っ
た
 
〔
註
4
0
〕
。
 
 
 

こ
の
第
一
と
第
二
の
点
を
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
文
化
 
 

財
保
護
委
員
会
に
所
属
す
る
失
代
は
、
文
化
財
保
護
法
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
 
 

日
本
美
術
の
海
外
進
出
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
、
一
九
五
二
年
に
発
表
し
た
 
 

「
海
外
に
於
け
る
日
本
美
術
」
に
述
べ
て
い
る
〔
註
聖
。
ま
ず
「
世
界
の
美
術
 
 

国
で
、
日
本
の
如
く
殆
ん
ど
完
全
に
名
品
を
国
内
に
留
め
得
て
ゐ
る
幸
運
な
る
 
 

国
は
、
全
く
な
い
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
九
三
三
年
に
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
 
 

二
問
ス
ル
法
律
と
い
う
「
輸
出
禁
止
の
き
び
し
い
法
律
を
作
っ
て
し
ま
つ
た
」
 
 

の
で
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
美
術
の
偉
さ
は
世
界
に
知
れ
よ
う
が
な
い
」
と
 
 

い
う
現
状
を
憂
え
た
。
そ
し
て
失
代
は
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
る
保
護
か
ら
外
 
 

れ
る
か
つ
て
の
重
要
美
術
品
が
や
が
て
輸
出
禁
止
を
解
除
さ
れ
れ
ば
「
そ
れ
だ
 
 

け
は
輸
出
の
自
由
の
範
囲
は
拡
が
る
筈
」
と
し
て
輸
出
を
容
認
し
〔
註
讐
、
「
国
 
 

宝
及
び
重
要
文
化
財
は
国
際
的
文
化
交
流
の
た
め
に
外
国
に
出
す
こ
と
は
、
委
 
 

員
会
が
そ
の
必
要
あ
り
と
認
め
れ
ば
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
」
と
海
外
で
の
日
 
 

本
美
術
展
へ
の
意
欲
を
表
し
た
。
加
え
て
、
「
明
治
以
来
海
外
に
出
た
日
本
美
術
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品
」
に
つ
い
て
「
そ
れ
等
の
主
な
も
の
の
焼
失
や
破
壊
等
の
話
を
殆
ん
ど
一
度
 
 

も
聞
か
な
い
こ
と
」
を
指
摘
し
た
〔
註
讐
。
こ
う
し
た
日
本
美
術
の
輸
出
に
積
 
 

極
的
な
意
見
は
、
失
代
の
発
言
が
最
も
日
立
つ
も
の
で
あ
る
が
〔
註
空
、
前
述
 
 

の
誌
上
座
談
会
の
例
も
あ
る
よ
う
に
時
代
の
気
運
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
第
三
の
 
 

点
に
つ
い
て
、
実
際
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
打
合
せ
の
た
め
に
 
 

一
九
五
二
年
夏
に
来
日
し
た
。
『
遍
歴
』
に
よ
れ
ば
、
派
遣
委
員
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
 
 

を
加
え
る
べ
き
か
ど
う
か
を
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
か
ら
尋
ね
ら
れ
た
矢
代
は
、
 
 

「
ウ
ォ
ー
ナ
一
に
対
し
て
は
、
日
本
人
は
皆
大
な
る
親
し
み
と
信
頼
と
か
つ
感
 
 

謝
の
念
を
寄
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
」
「
貴
重
品
を
借
り
出
す
上
に
も
大
い
に
 
 

役
立
つ
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
を
加
え
る
よ
う
に
要
望
し
た
と
い
う
 
 

〔
註
4
5
〕
。
 
 

こ
の
展
覧
会
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
の
肝
い
り
で
開
催
さ
れ
た
。
一
九
 
 

五
二
年
九
月
の
文
部
省
の
文
書
を
は
じ
め
〔
註
讐
、
多
く
の
資
料
が
そ
の
よ
う
 
 

に
伝
え
て
い
る
。
『
報
告
書
』
に
は
文
化
財
保
護
委
員
会
事
務
局
長
の
森
田
孝
に
 
 

よ
っ
て
「
開
催
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

四
、
展
覧
会
の
発
案
者
 
 

－
矢
代
幸
雄
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
－
 
 
 

昭
和
二
十
六
年
九
月
六
日
よ
り
同
年
十
月
五
日
ま
で
の
一
ケ
月
間
、
米
 
 

国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
お
い
て
、
講
和
条
約
の
締
結
を
記
念
す
る
た
 
 

め
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
展
覧
会
を
観
 
 

し
か
し
単
行
本
の
『
遍
歴
』
に
よ
れ
ば
様
相
は
異
な
る
。
「
向
う
か
ら
頼
ま
れ
た
 
 

か
ら
や
っ
て
や
る
、
と
い
う
形
」
は
「
万
事
や
り
や
す
い
」
が
、
「
今
度
日
本
が
 
 

自
主
的
な
る
国
策
と
し
て
、
ぜ
ひ
日
本
古
美
術
大
展
覧
会
を
堂
々
と
開
き
た
い
 
 

と
い
う
場
所
は
、
文
化
的
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
の
広
大
な
る
、
世
界
的
大
都
市
の
、
 
 

第
一
流
の
美
術
館
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
 
 

気
位
も
高
い
か
ら
、
容
易
に
向
う
か
ら
頼
ん
で
こ
な
い
」
。
そ
こ
で
失
代
は
、
 
 

「
ア
メ
リ
カ
で
は
真
先
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
を
訪
ね
て
、
戦
後
日
本
が
国
 
 
 

同
様
に
、
矢
代
は
新
聞
連
載
の
 
『
遍
歴
』
 
に
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
 
 

覧
さ
れ
た
、
現
国
務
長
官
グ
レ
ス
氏
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
な
ど
、
米
 
 

国
の
有
力
者
か
ら
、
こ
の
種
の
展
覧
会
を
、
是
非
、
米
国
の
東
部
に
お
い
 
 

て
も
開
催
さ
れ
た
い
旨
、
強
く
熱
望
さ
れ
た
。
 
 
 

続
い
て
、
同
年
十
一
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
が
来
日
せ
ら
れ
、
再
 
 

び
、
日
本
古
美
術
展
覧
会
を
米
国
の
主
要
都
市
に
お
い
て
開
催
す
る
よ
う
 
 

懇
望
さ
れ
た
。
〔
註
4
7
〕
 
 

そ
れ
で
一
九
五
三
年
、
敗
戦
後
日
本
が
文
化
的
に
立
直
り
つ
つ
あ
る
最
 
 

初
の
平
和
的
ゼ
ス
チ
ュ
ア
と
し
て
、
国
策
的
に
米
国
に
開
催
さ
れ
た
る
日
 
 

本
古
美
術
大
展
覧
会
は
、
米
国
側
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
中
心
に
ウ
ォ
ー
ナ
 
 

ー
そ
の
他
最
高
権
威
の
希
望
に
呼
応
し
、
日
本
側
で
も
政
府
と
し
て
文
化
 
 

財
保
護
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
そ
の
趣
旨
に
よ
っ
て
敢
行
し
た
の
で
あ
 
 

っ
た
。
〔
註
亜
〕
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策
的
に
行
な
う
べ
き
前
記
の
日
本
古
美
術
大
展
覧
会
の
私
案
に
つ
い
て
懇
談
し
 
 

た
」
。
た
だ
し
「
そ
も
そ
も
戦
後
初
め
て
の
い
わ
ば
平
和
復
帰
記
念
の
日
本
古
美
 
 

術
海
外
展
覧
会
の
こ
の
構
想
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
私
と
の
間
に
初
め
て
諸
 
 

に
出
た
の
は
い
つ
か
、
私
は
よ
く
記
憶
し
て
い
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
〔
註
 
 

讐
。
そ
し
て
日
本
協
会
会
長
と
な
っ
て
一
九
五
二
年
四
月
に
来
日
し
た
ロ
ッ
ク
 
 

フ
ェ
ラ
ー
三
世
に
〔
註
5
0
〕
、
「
吉
田
首
相
に
逢
っ
て
、
米
国
に
お
い
て
日
米
両
政
 
 

府
の
協
力
に
よ
っ
て
開
く
戦
後
初
め
て
の
日
本
古
美
術
大
展
覧
会
の
重
要
意
義
 
 

を
吉
田
さ
ん
に
話
し
、
日
本
政
府
が
大
い
に
力
を
入
れ
る
よ
う
直
接
に
頼
ん
で
 
 

く
れ
、
と
懇
請
し
た
」
と
い
う
〔
註
5
1
〕
。
つ
ま
り
、
日
本
側
は
展
覧
会
開
催
の
 
 

意
志
を
持
っ
て
い
た
が
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
か
ら
日
本
政
府
へ
申
し
込
む
 
 

形
と
な
る
よ
う
に
失
代
が
手
配
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
 
 

展
覧
会
か
ら
十
年
後
に
新
聞
達
哉
さ
れ
た
 
『
遍
歴
』
 
に
は
書
か
れ
ず
、
さ
ら
に
 
 

九
年
を
経
た
単
行
本
に
お
い
て
初
め
て
明
か
さ
れ
た
。
こ
の
述
懐
か
ら
、
矢
代
 
 

の
真
意
を
ど
の
よ
う
に
汲
み
取
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
経
緯
を
迫
っ
て
み
 
 

た
い
。
 
 

一
九
五
一
年
一
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
は
対
日
講
和
条
約
締
結
を
促
進
 
 

す
る
グ
レ
ス
特
使
団
の
文
化
関
係
担
当
と
し
て
来
日
し
〔
註
讐
、
帰
国
前
日
の
 
 

二
月
二
十
一
日
に
声
明
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
 
（
一
）
日
米
の
人
事
交
流
 
 

（
二
）
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
（
三
）
日
本
研
究
の
た
め
の
研
究
所
設
置
（
四
）
 
 

各
種
美
術
品
の
交
換
（
五
）
書
籍
そ
の
他
の
資
料
の
交
換
、
の
五
点
で
あ
る
。
 
 

こ
の
う
ち
（
四
）
 
に
つ
い
て
は
「
美
術
の
各
部
門
に
お
け
る
展
覧
会
の
交
換
が
 
 

望
ま
し
い
。
近
代
美
術
も
古
代
の
美
術
と
同
様
に
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
 
 

述
べ
た
〔
註
警
。
こ
の
声
明
の
半
年
後
に
開
か
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
や
 
 

一
九
五
三
年
の
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
は
、
こ
の
声
明
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の
と
考
 
 

え
ら
れ
る
。
 
 
 

失
代
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
 
 

三
世
が
戦
後
初
め
て
日
本
を
訪
れ
、
現
在
の
東
京
の
国
際
文
化
会
館
を
つ
く
つ
 
 

て
く
れ
る
た
め
の
準
備
の
時
期
」
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
〔
註
聖
、
お
そ
ら
く
こ
 
 

の
頃
で
あ
る
。
声
明
（
二
）
 
の
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
な
 
 

ど
か
ら
寄
付
を
得
て
、
一
九
五
二
年
八
月
に
財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
と
な
っ
 
 

た
 
〔
註
5
5
〕
。
 
 

一
九
五
一
年
九
月
六
日
に
始
ま
っ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
は
、
予
定
よ
り
 
 

二
日
間
延
長
し
て
十
月
七
日
ま
で
開
か
れ
た
〔
註
讐
。
『
朝
日
新
聞
』
 
に
よ
れ
 
 

ば
、
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
本
古
美
術
展
は
非
常
な
好
評
で
、
ホ
ノ
ル
ル
、
 
 

シ
ア
ト
ル
、
ボ
ス
ト
ン
の
各
博
物
館
か
ら
も
開
催
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
」
 
 

〔
註
5
7
〕
。
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
の
希
望
は
、
今
回
の
出
品
物
を
帰
途
に
巡
回
さ
せ
た
 
 

い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
日
本
側
は
そ
れ
を
断
っ
た
〔
註
讐
。
 
 
 

十
月
十
六
日
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
が
再
び
来
日
し
た
〔
註
5
9
〕
。
前
出
 
 

の
森
田
孝
が
述
べ
た
十
一
月
の
来
日
と
は
こ
れ
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
文
化
財
 
 

保
護
委
員
会
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
の
好
評
を
受
け
て
、
要
望
の
あ
っ
た
 
 

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
四
国
と
、
改
め
 
 

て
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ノ
ル
ル
、
ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
四
 
 

カ
所
ぐ
ら
い
で
展
覧
会
を
開
く
意
気
込
み
で
あ
る
と
、
十
月
二
十
一
日
の
 
『
朝
 
 

日
新
聞
』
が
報
じ
た
〔
註
6
0
〕
。
報
道
の
時
期
か
ら
み
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
 
 

世
の
要
望
が
計
画
を
推
進
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
 
 

巡
回
展
と
欧
州
巡
回
展
の
構
想
が
同
時
に
立
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
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翌
十
一
月
、
失
代
は
戦
後
の
欧
米
美
術
界
の
実
情
調
査
の
た
め
イ
ン
ド
経
由
 
 

で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
等
を
巡
り
、
帰
途
ア
メ
リ
 
 

カ
に
寄
り
ハ
ワ
イ
経
由
で
帰
国
す
る
と
い
う
半
年
に
及
ぶ
旅
行
に
出
発
し
た
 
 

〔
註
6
1
〕
。
そ
の
翌
十
二
月
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
か
ら
高
橋
誠
一
郎
宛
て
に
 
 

手
紙
が
届
い
た
。
内
容
は
「
講
和
会
議
の
期
間
中
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
か
 
 

れ
た
日
本
古
美
術
展
が
非
常
に
好
評
だ
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
各
都
市
で
 
 

も
第
一
級
の
代
表
的
国
宝
を
集
め
た
〝
日
本
美
術
展
″
を
巡
回
で
開
き
た
い
」
 
 

と
の
希
望
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
化
財
保
護
委
員
会
は
一
九
三
九
年
の
 
 

ベ
ル
リ
ン
展
と
同
じ
よ
う
な
規
模
を
想
定
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
中
の
失
代
 
 

に
帰
途
ア
メ
リ
カ
に
立
寄
っ
て
折
衝
す
る
よ
う
依
頼
し
た
と
い
う
〔
註
6
2
〕
。
 
 
 

失
代
は
、
一
九
五
二
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
 
 

し
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
と
三
回
ほ
ど
懇
談
し
た
〔
註
6
3
〕
。
『
遍
歴
』
に
よ
る
 
 

と
、
「
私
が
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
た
時
に
は
、
近
き
将
来
開
催
予
定
の
日
本
古
美
術
 
 

大
展
覧
会
に
関
す
る
米
国
側
事
務
的
総
轄
は
、
米
国
が
国
の
経
営
と
し
て
初
め
 
 

て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
新
設
し
た
る
大
美
術
館
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
 
 

・
ア
ー
ト
の
フ
ィ
ン
レ
ー
館
長
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
私
は
ワ
シ
ン
 
 

ト
ン
ヘ
行
っ
て
万
事
フ
ィ
ン
レ
ー
君
と
打
ち
合
わ
せ
る
順
序
と
な
っ
た
」
。
具
体
 
 

的
に
は
「
大
き
い
事
業
輪
郭
と
し
て
、
（
一
）
開
催
は
五
都
市
以
上
に
な
ら
ぬ
こ
 
 

と
、
（
二
）
五
都
市
の
選
択
は
米
国
側
が
決
定
す
る
こ
と
、
（
三
）
出
品
の
選
択
 
 

決
定
の
た
め
、
米
国
側
は
数
人
の
委
員
を
日
本
に
派
遣
し
、
日
本
側
委
員
と
合
 
 

議
す
る
こ
と
、
等
々
の
大
綱
を
決
定
し
、
再
び
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
打
ち
合
わ
 
 

せ
て
私
は
帰
国
し
た
の
で
あ
っ
た
」
〔
註
巴
。
こ
の
打
合
せ
を
も
と
に
協
定
が
作
 
 

ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
が
具
体
化
し
た
の
は
こ
 
 

の
時
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

矢
代
は
四
月
十
日
に
帰
国
し
た
〔
註
讐
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
は
そ
れ
か
 
 

ら
間
も
な
い
四
月
十
四
日
に
三
た
び
来
日
し
た
が
〔
註
6
6
〕
、
前
出
の
よ
う
に
吉
 
 

田
首
相
に
話
を
す
る
よ
う
に
失
代
か
ら
頼
ま
れ
た
の
は
こ
の
時
と
思
わ
れ
る
。
 
 

一
九
五
二
年
六
月
六
日
に
フ
ィ
ン
レ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
務
省
に
、
日
本
の
 
 

美
術
品
を
米
国
に
送
る
よ
う
日
本
政
府
と
博
物
館
へ
要
請
す
る
よ
う
に
依
頼
し
 
 

た
。
そ
し
て
、
国
務
省
は
六
月
三
十
日
付
で
日
本
側
に
協
定
案
を
提
示
し
た
 
 

〔
註
6
7
〕
。
 
 
 

ま
と
め
る
と
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
に
矢
代
か
ら
展
覧
会
の
私
案
を
相
談
 
 

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
九
五
一
年
一
月
か
十
月
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
来
日
 
 

時
で
あ
る
。
失
代
の
訪
米
前
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
か
ら
高
橋
宛
に
巡
回
 
 

展
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
す
で
に
フ
ィ
ン
レ
ー
が
総
轄
に
決
ま
っ
て
 
 

い
た
か
ら
で
あ
る
。
矢
代
が
会
場
に
望
む
「
第
一
流
の
美
術
館
」
の
選
択
は
ア
 
 

メ
リ
カ
側
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
そ
の
総
轄
を
フ
ィ
ン
レ
一
に
任
せ
た
の
は
お
そ
 
 

ら
く
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
で
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
ア
メ
リ
 
 

カ
か
ら
頼
ま
れ
た
形
に
す
る
と
い
う
失
代
の
狙
い
は
、
一
月
の
声
明
で
展
覧
会
 
 

の
交
換
を
提
言
し
、
十
月
に
展
覧
会
開
催
の
要
望
を
出
し
、
さ
ら
に
翌
年
四
月
 
 

に
は
吉
田
首
相
へ
話
を
す
る
と
い
う
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
世
に
よ
る
働
き
か
 
 

け
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
 
 

五
、
出
品
物
の
選
定
 
 
 

こ
の
展
覧
会
で
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
第
一
級
品
を
数
多
く
集
め
る
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特集「近代」と「美術」の外側l矢代幸雄とアメリカ巡回日本古美術展覧会（一九五三年）…久保いくこ   

〔表2〕出品物内訳   

ボストン日本古美術展覧会／1936年／国宝・重要美術品は27％  

重要美術品   指 定 外   模写・模本・模造   計   

絵   画   2   23   53   4   82   

彫刻・工芸  15   2   18   

計   2   24   68   6   1（X）   

ベルリン日本古美術展覧会／1939年／国宝・重要美術品は73％  

国  宝   重要美術品   指 定 外   計   

絵  画   15   57   32   10∠l   

彫  刻   13   5  18   

楽面及能衣裳   2   4   

計   29   63   34   126   

サンフランシスコ日本古美術展覧会／1951年／重要文化財・重要美術品は45％   

重要文化財・   重要美術品   御  物   指 定 外   計   

絵 画   18   12   2   23   55   

彫 刻   3   15   

書 跡   4   5   10   

ー．工 芸   15   18  61   94   

考 古  4   4   

計   48   32   2   96   178   

アメリカ巡回日本古美術展覧会／1953年／国宝・重要文化財は76％  

国  宝   重要文化財  重要美術品   御  物   指 定 外   計   

絵 画   12   51   6   7   77   

彫 刻  5  6   

工 芸  2   3   

計   12   57   6   15   91   

欧州巡回日本古美術展覧会／1958年／国宝・重要文化財は82％  

国   宝  重要文化財  重要美術品  御物・旧御物  指 定 外   計   

絵 画   21   33   3   7   65   

彫 刻   5   16   2   3   36   

計   26   49   5   2   10   92   

典拠：『ボストン日本古美術展覧会報告書』21－23頁、『伯林日本古美術展覧会記念図録』上巻、LXトLXVll頁、『桑港日本古美術展覧会』28  
貢、『アメリカ巡回日本古美術展覧会報告書』5貢、『欧州巡回日本古美術品展覧会報告書』14頁。数字は件数。  
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こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
の
古
美
術
品
は
傷
み
や
す
く
、
特
 
 

に
温
湿
度
の
管
理
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
保
存
を
優
先
す
る
な
ら
出
品
 
 

を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
で
は
、
「
日
本
人
が
従
来
、
外
国
に
出
し
て
見
せ
る
こ
 
 

と
を
あ
ま
り
に
惜
し
が
っ
て
ば
か
り
い
た
日
本
古
美
術
の
第
一
級
品
」
は
〔
註
 
 

6
8
〕
、
そ
れ
ま
で
に
ど
の
程
度
海
外
へ
送
り
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
 
 

目
安
と
し
て
国
宝
、
重
要
文
化
財
、
重
要
美
術
品
の
出
品
物
に
占
め
る
割
合
を
、
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
前
後
す
る
他
の
展
覧
会
と
比
較
し
て
み
た
い
（
表
2
参
照
）
。
 
 

一
九
三
六
年
の
ボ
ス
ト
ン
展
の
出
品
物
に
占
め
る
国
宝
と
重
要
美
術
品
の
件
 
 

数
は
二
七
％
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
国
宝
は
一
九
二
九
年
の
国
宝
保
存
法
、
重
 
 

要
美
術
品
は
一
九
三
三
年
の
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二
関
ス
ル
法
律
に
よ
っ
て
 
 

定
め
ら
れ
て
お
り
、
輸
出
ま
た
は
移
出
す
る
場
合
に
は
大
臣
の
許
可
が
必
要
だ
 
 

っ
た
。
国
宝
と
重
美
の
出
品
数
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
そ
の
時
の
話
を
 
 

聞
く
と
、
重
要
美
術
と
か
国
宝
は
持
っ
て
行
く
と
き
に
非
常
に
う
る
さ
い
。
そ
 
 

れ
で
重
要
美
術
で
な
い
も
の
で
、
重
要
美
術
ク
ラ
ス
の
も
の
を
持
っ
て
行
こ
う
 
 

と
い
う
の
で
、
も
の
の
選
択
に
非
常
に
苦
心
し
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
〔
註
 
 

6
9
〕
。
一
九
三
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
展
で
は
、
全
体
の
七
三
％
が
国
宝
と
重
要
美
 
 

術
品
だ
っ
た
。
数
字
の
上
で
は
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
国
宝
・
重
文
七
六
％
と
同
 
 

水
準
だ
が
、
戦
前
と
戦
後
の
指
定
は
異
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
一
九
五
〇
 
 

年
の
文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
国
宝
保
存
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
 
 

い
た
旧
国
宝
は
一
律
に
重
要
文
化
財
に
変
更
さ
れ
、
同
時
に
重
要
美
術
品
等
ノ
 
 

保
存
二
問
ス
ル
法
律
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
旧
国
宝
の
美
術
工
芸
品
は
 
 

五
、
八
三
一
件
、
重
要
美
術
品
は
七
、
九
三
人
件
あ
っ
た
と
い
う
〔
註
7
0
〕
。
翻
 
 

っ
て
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
出
品
物
が
選
ば
れ
た
当
時
の
国
宝
は
二
七
〇
件
、
垂
 
 要

文
化
財
は
旧
国
宝
を
含
め
て
も
六
千
件
足
ら
ず
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
は
指
定
 
 

を
受
け
た
美
術
品
が
多
く
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 

一
九
五
一
年
九
月
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
の
出
品
数
は
多
い
が
、
準
備
期
 
 

間
が
短
い
だ
け
に
、
重
要
文
化
財
と
重
要
美
術
品
の
数
は
四
五
％
に
止
ま
る
。
 
 

当
時
は
第
一
次
国
宝
指
定
が
同
年
六
月
に
行
な
わ
れ
た
ば
か
り
で
、
ア
メ
リ
カ
 
 

巡
回
展
に
重
要
文
化
財
と
し
て
出
品
さ
れ
た
《
兎
道
朝
敬
図
》
や
《
市
川
米
庵
 
 

像
》
も
ま
だ
重
要
美
術
品
で
あ
っ
た
。
 
 

一
九
五
人
年
の
欧
州
巡
回
展
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
は
八
二
％
で
あ
る
。
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
展
と
い
う
前
例
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
け
に
準
備
が
行
き
届
い
た
 
 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
見
る
と
、
一
九
五
三
年
の
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
お
い
て
国
宝
と
重
 
 

要
文
化
財
が
七
六
％
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
従
来
よ
り
も
高
い
割
合
で
あ
る
と
 
 

言
う
こ
と
が
出
来
る
。
 
 
 

内
容
の
面
で
は
、
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
出
品
物
に
は
工
芸
が
少
な
い
。
サ
ン
 
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
展
に
は
、
金
工
、
刀
剣
、
甲
田
、
蒔
絵
、
陶
器
、
染
織
、
人
形
 
 

な
ど
の
工
芸
が
出
品
さ
れ
た
。
欧
州
巡
回
展
の
彫
刻
に
は
、
工
芸
と
も
言
え
る
 
 

木
造
舞
楽
面
や
木
造
能
面
、
さ
ら
に
考
古
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
土
偶
や
埴
輪
が
 
 

含
ま
れ
て
い
る
。
一
方
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
出
品
物
の
特
徴
と
し
て
は
、
彫
刻
 
 

は
仏
像
に
絞
り
込
ま
れ
て
お
り
、
海
外
の
日
本
美
術
愛
好
家
に
知
ら
れ
る
よ
う
 
 

な
工
芸
を
排
除
し
て
い
る
。
そ
し
て
絵
画
に
は
、
展
示
場
に
映
え
る
よ
う
な
大
 
 

画
面
の
襖
や
屏
風
な
ど
が
数
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

出
品
物
の
選
定
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
希
望
が
加
味
さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
 
 

八
月
上
旬
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
長
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
ギ
ブ
ソ
ン
・
ウ
エ
ン
レ
ー
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A
r
c
h
i
b
a
－
d
G
i
b
s
O
n
宅
e
ロ
ー
e
y
、
元
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
東
洋
美
術
部
長
の
ウ
ォ
 
 

ー
ナ
ー
、
そ
し
て
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
極
東
美
術
部
長
ア
ラ
ン
・
プ
リ
ー
 
 

ス
ト
A
－
a
ロ
P
r
i
e
s
t
の
三
人
が
来
日
し
た
〔
註
巴
。
八
月
十
二
日
に
国
立
博
物
 
 

館
で
開
か
れ
た
最
初
の
打
合
せ
会
に
は
、
そ
の
三
氏
と
文
化
財
保
護
委
員
会
の
 
 

高
橋
委
員
長
、
矢
代
、
細
川
、
内
田
の
各
委
員
、
森
田
事
務
局
長
、
本
間
美
術
 
 

工
芸
課
長
そ
の
他
関
係
課
員
が
出
席
し
た
。
そ
の
際
ウ
エ
ン
レ
ー
か
ら
「
数
に
 
 

お
い
て
多
い
こ
と
は
必
要
と
し
な
い
で
百
点
な
い
し
百
廿
五
点
位
で
よ
い
が
、
 
 
 

－
 
質
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
 
 

ま
た
プ
リ
ー
ス
ト
は
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
作
品
名
を
挙
げ
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
文
化
財
保
護
委
員
会
側
の
求
め
に
応
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
は
希
望
案
 
 

と
し
て
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
を
提
示
し
た
〔
註
7
2
〕
。
ウ
ォ
レ
ン
・
Ⅰ
・
コ
ー
エ
ン
 
 

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
リ
ス
ト
は
シ
ャ
ー
マ
ン
t
リ
ー
が
作
成
し
た
も
の
 
 

で
あ
る
〔
註
7
3
〕
。
有
名
な
も
の
で
は
、
一
九
三
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
展
に
出
品
さ
 
 

れ
て
ヒ
ト
ラ
ー
が
称
賛
し
た
と
い
う
、
雪
村
の
《
風
涛
図
》
が
含
ま
れ
て
い
る
 
 

〔
註
巴
。
一
方
日
本
側
で
も
あ
ら
か
じ
め
出
品
目
録
を
検
討
し
て
い
た
が
、
そ
 
 

の
う
ち
の
十
五
件
が
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
と
一
致
し
て
い
た
〔
註
7
5
〕
。
百
件
か
ら
 
 

な
る
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
と
宙
七
十
一
件
か
ら
な
る
日
本
側
目
録
案
は
、
い
ず
れ
 
 

今
回
の
展
覧
会
は
専
門
家
を
対
象
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
是
非
一
 
 

般
の
米
国
人
が
図
録
な
ど
で
知
っ
て
い
る
有
名
な
作
品
、
た
と
え
ば
彫
刻
 
 

で
は
百
済
観
音
、
絵
画
で
は
源
頼
朝
像
と
か
鳥
獣
戯
画
な
ど
を
欲
し
い
。
 
 

同
時
に
米
国
人
の
知
ら
な
い
も
の
で
も
優
秀
な
も
の
は
欲
し
い
。
 
 

も
国
宝
や
重
要
文
化
財
や
重
要
美
術
品
ば
か
り
を
集
め
て
い
る
が
、
国
宝
の
多
 
 

さ
で
は
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
が
勝
る
。
九
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
最
後
の
日
米
合
 
 

同
の
会
議
の
後
、
日
本
側
は
公
式
な
日
録
案
を
作
成
し
、
九
月
五
日
の
文
化
財
 
 

専
門
審
議
会
に
海
外
搬
出
の
可
否
を
諮
問
し
た
。
そ
れ
か
ら
出
品
者
と
交
渉
を
 
 

始
め
、
修
正
を
加
え
て
十
月
九
、
十
日
の
審
議
会
で
可
決
し
た
日
録
は
絵
画
七
 
 

十
九
件
、
彫
刻
人
件
か
ら
な
る
。
そ
の
う
ち
二
十
六
件
が
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
に
 
 

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
〔
註
7
6
〕
。
最
終
的
な
目
録
は
、
日
本
側
目
録
案
を
土
 
 

台
に
し
て
ド
リ
ー
ム
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
良
い
も
の
を
取
り
込
み
な
が
ら
構
成
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
展
の
出
品
日
録
に
、
矢
代
の
日
本
美
術
史
観
は
反
映
さ
れ
て
 
 

い
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
四
三
年
に
出
版
さ
れ
た
失
代
の
「
代
表
的
著
作
」
〔
註
7
7
〕
 
 

で
あ
る
『
日
本
美
術
の
特
質
』
 
（
初
版
）
に
は
、
六
十
四
点
の
図
版
が
収
録
さ
れ
 
 

て
い
る
〔
註
讐
。
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
は
そ
の
う
ち
の
八
点
が
出
品
さ
れ
た
 
 

（
表
1
参
照
）
。
『
特
質
』
は
日
本
美
術
史
全
般
を
扱
っ
て
お
り
、
一
九
六
五
年
に
 
 

出
版
さ
れ
た
第
二
版
で
は
二
百
十
点
の
図
版
を
別
冊
に
収
録
し
て
い
る
が
、
初
 
 

版
で
は
図
版
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
八
点
が
出
品
物
と
一
致
す
 
 

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
展
覧
会
に
は
失
代
が
日
本
美
術
の
代
表
作
と
考
え
る
 
 

作
品
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

第
一
級
美
術
品
の
海
外
搬
出
に
つ
い
て
は
、
月
光
菩
薩
の
首
切
り
問
題
を
引
 
 

き
合
い
に
出
し
た
反
対
意
見
が
あ
っ
た
〔
註
7
9
〕
。
海
外
展
に
際
す
る
関
係
者
の
 
 

懸
念
は
、
第
一
に
そ
の
よ
う
な
掛
替
え
の
な
い
古
美
術
品
の
扱
い
方
や
輸
送
に
 
 

伴
う
保
存
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
に
日
本
美
術
を
世
界
の
人
々
に
分
か
っ
て
も
 
 

ら
う
と
い
う
世
界
美
術
史
上
の
価
値
づ
け
の
問
題
で
あ
っ
た
〔
註
錮
〕
。
そ
れ
に
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ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
と
そ
の
美
術
 
 

工
芸
課
、
及
び
ア
メ
リ
カ
側
の
参
加
美
術
館
と
い
っ
た
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
 
 

れ
た
。
失
代
が
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
私
の
企
画
で
や
っ
た
」
と
し
て
力
を
発
揮
 
 
 

日
本
美
術
の
本
領
を
発
揮
す
る
優
品
を
「
わ
か
ろ
う
と
わ
か
る
ま
い
と
」
出
せ
 
 

ば
、
い
ず
れ
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
が
失
代
の
考
え
方
で
あ
る
。
特
に
 
 

ア
メ
リ
カ
巡
回
展
は
、
日
本
が
「
世
界
の
平
和
国
家
群
に
仲
間
入
り
す
る
に
際
 
 

し
て
、
い
わ
ば
そ
の
引
出
物
」
 
で
あ
っ
た
。
失
代
は
一
九
五
三
年
二
月
か
ら
五
 
 

月
ま
で
政
府
代
表
文
化
使
節
と
し
て
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
ニ
 
 

ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
場
の
仏
画
の
展
示
室
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
館
長
テ
ー
ラ
ー
に
 
 

言
わ
し
め
た
「
ヤ
シ
ロ
よ
、
一
体
こ
れ
が
日
本
美
術
な
の
か
」
と
い
う
言
葉
に
、
 
 

大
胆
な
作
品
選
定
の
方
針
の
成
果
が
集
約
さ
れ
て
い
る
〔
註
讐
。
 
 

対
す
る
失
代
の
考
え
方
は
、
『
遍
歴
』
 
に
は
次
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
。
 
 
 

む
す
び
 
 

即
ち
日
本
が
新
た
に
平
和
的
文
化
国
家
と
し
て
世
界
に
再
出
発
す
る
に
 
 

際
し
て
行
な
う
、
海
外
に
対
す
る
最
初
の
日
本
古
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
 
 

は
、
従
来
の
安
易
主
義
や
迎
合
主
義
を
一
都
し
、
日
本
美
術
の
本
領
と
す
 
 

る
と
こ
ろ
を
、
彼
ら
に
わ
か
ろ
う
と
わ
か
る
ま
い
と
、
堂
々
と
世
界
の
美
 
 

術
の
本
場
に
本
格
的
に
出
場
さ
せ
よ
う
、
そ
う
す
れ
ば
、
日
本
美
術
は
堂
 
 

々
た
る
位
置
を
世
界
の
大
美
術
の
う
ち
に
確
立
す
る
に
相
違
な
い
 
〔
註
別
〕
 
 

し
た
の
は
、
計
画
の
立
案
か
ら
具
体
化
の
段
階
に
お
い
て
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
三
 
 

世
と
共
同
歩
調
を
と
っ
た
地
均
し
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
交
渉
に
は
、
英
米
派
 
 

と
呼
ば
れ
た
失
代
の
人
脈
の
広
さ
が
活
か
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
失
 
 

代
が
展
覧
会
を
発
案
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
の
は
自
著
『
遍
歴
』
 
に
限
ら
れ
、
 
 

『
報
告
書
』
な
ど
の
公
の
文
書
に
は
企
画
者
と
し
て
矢
代
の
名
前
は
現
れ
て
い
 
 

な
い
。
た
だ
 
『
カ
タ
ロ
グ
』
 
に
フ
ィ
ン
レ
ー
が
寄
せ
た
序
文
に
、
高
橋
誠
一
郎
 
 

と
並
ん
で
矢
代
の
努
力
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

失
代
は
し
ば
し
ば
「
国
策
的
」
と
い
う
言
葉
で
こ
の
展
覧
会
を
位
置
づ
け
、
 
 

美
術
を
も
っ
て
戦
後
の
日
本
を
世
界
に
仲
間
入
り
さ
せ
た
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
 
 

そ
も
そ
も
こ
の
展
覧
会
は
外
務
省
や
文
部
省
な
ど
の
政
府
機
関
が
文
化
外
交
の
 
 

た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
言
葉
の
向
う
に
は
「
日
本
美
術
の
貫
 
 

禄
を
世
界
の
大
美
術
の
う
ち
に
問
う
て
み
る
」
と
い
う
大
志
が
垣
間
見
え
る
 
 

〔
註
8
3
〕
。
折
り
し
も
戦
後
、
文
化
財
保
護
委
員
と
い
う
立
場
を
得
た
美
術
史
家
 
 

が
、
以
前
か
ら
温
め
て
き
た
 
『
世
界
に
お
け
る
日
本
美
術
の
位
置
』
 
の
よ
う
な
 
 

テ
ー
マ
を
実
践
し
た
も
の
が
ア
メ
リ
カ
巡
回
展
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
矢
代
 
 

の
理
想
は
日
本
美
術
が
世
界
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
、
考
え
た
い
。
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註  註  註  
5   4   3  

註註  

2 1  
註
6
 
 

註
7
 
 

註
8
 
 

註
9
 
 

註
1
0
 
 

註
1
1
 
 

註
1
2
 
 

註
1
3
 
 

註
1
4
 
 

註
1
5
 
 

註
1
6
 
 

矢
代
幸
雄
『
私
の
美
術
遍
歴
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
九
月
、
三
九
一
頁
。
 
 

加
藤
智
弘
「
失
代
幸
雄
と
近
代
日
本
の
文
化
政
策
」
『
芸
術
／
葛
藤
の
現
場
 
－
 
 

近
代
日
本
芸
術
思
想
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
1
（
シ
リ
ー
ズ
・
近
代
日
本
の
知
 
 

第
四
巻
）
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
七
一
頁
。
 
 

『
ア
メ
リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
報
告
書
 
昭
和
二
八
年
一
月
－
十
二
月
』
 
 

文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
五
四
年
十
二
月
。
 
 

内
乱
旨
註
O
b
 
O
f
旨
琶
莞
S
e
℃
む
訂
許
g
a
宍
叫
∽
C
U
甘
叶
u
一
昂
S
p
O
ロ
S
O
r
e
d
 
b
y
 
t
h
e
 
 

G
O
く
e
r
n
m
e
n
t
O
f
l
a
p
a
ロ
ー
宅
a
s
F
i
n
g
t
O
n
‖
H
．
K
．
P
r
e
s
s
」
誤
∽
．
 
 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
［
簿
冊
標
題
］
条
約
、
協
約
、
協
定
■
（
昭
和
二
四
～
昭
和
 
 

二
八
）
 
［
公
開
］
 
［
移
管
省
庁
］
文
部
省
［
作
成
部
局
］
大
臣
官
房
総
務
課
［
件
 
 

名
］
米
国
内
に
お
け
る
日
本
古
典
美
術
展
覧
会
開
催
方
に
関
す
る
件
［
件
名
番
 
 

号
］
 
二
二
 
［
作
成
年
月
日
］
 
昭
和
二
七
年
。
 
 

『
報
告
書
』
 
七
四
頁
。
 
 

前
者
は
シ
ア
ト
ル
会
場
、
後
者
は
シ
カ
ゴ
会
場
と
ボ
ス
ト
ン
会
場
の
も
の
。
『
報
 
 

告
書
』
 
三
三
頁
、
三
八
頁
、
四
二
頁
。
 
 

『
報
告
書
』
 
六
頁
。
 
 

『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
文
化
財
保
護
委
員
会
編
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
 
 

〇
年
十
一
月
、
一
〇
八
頁
、
一
一
五
頁
。
 
 

同
前
、
三
五
三
－
三
七
四
頁
、
四
七
一
頁
。
 
 

『
報
告
書
』
 
八
－
九
頁
。
 
 

「
協
定
」
第
一
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
『
報
告
書
』
七
四
頁
、
七
七
頁
。
 
 

人
面
の
障
壁
画
や
二
幅
対
の
掛
軸
を
分
け
て
数
え
る
と
、
九
十
一
件
は
百
十
人
 
 

点
と
な
る
。
但
し
、
こ
こ
で
は
一
双
の
屏
風
は
一
点
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

『
報
告
書
』
五
頁
、
七
九
－
八
二
頁
。
 
 

前
掲
註
9
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
五
四
六
頁
、
五
四
人
頁
。
 
 

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
』
第
一
－
四
巻
、
別
巻
、
図
書
編
集
 
 

部
編
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
六
月
－
二
〇
〇
〇
年
七
月
。
 
 

註
1
7
 
『
報
告
書
』
七
頁
。
『
報
告
書
』
と
『
日
本
美
術
年
鑑
 
昭
和
二
十
九
年
版
』
 
で
 
 

は
会
期
に
違
い
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
公
開
日
を
開
幕
日
と
し
た
。
 
 

註
柑
 
「
協
定
」
第
三
条
第
二
項
『
報
告
書
』
七
五
頁
。
 
 

註
1
9
 
『
報
告
書
』
九
－
十
一
頁
、
十
七
頁
。
 
 

註
2
0
 
中
谷
宇
吉
郎
「
ア
メ
リ
カ
で
み
た
日
本
美
術
展
」
『
芸
術
新
潮
』
第
六
巻
第
八
号
、
 
 

一
九
五
五
年
八
月
、
一
五
四
頁
。
 
 

註
2
1
 
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
 
記
念
特
別
展
」
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
 
 

ス
』
第
八
二
号
、
一
九
五
四
年
三
月
一
日
、
三
面
。
 
 

註
2
2
 
佐
藤
み
ち
こ
「
一
九
一
〇
年
日
英
博
覧
会
に
つ
い
て
」
筑
波
大
学
大
学
院
芸
術
 
 

学
研
究
科
、
一
九
九
七
年
度
修
士
論
文
、
四
六
頁
。
 
 

註
2
3
 
『
ボ
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
報
告
書
』
国
際
文
化
振
興
会
、
一
九
三
七
年
 
 

一
月
、
十
七
－
二
六
頁
。
 
 

註
2
4
 
「
古
美
術
関
係
彙
報
」
『
日
本
美
術
年
鑑
 
昭
和
十
四
年
版
』
美
術
研
究
所
、
一
 
 

九
四
〇
年
三
月
、
一
六
〇
頁
。
『
国
際
文
化
振
興
会
事
業
報
告
 
国
際
文
化
事
業
 
 

の
七
ケ
年
』
国
際
文
化
振
興
会
、
一
九
四
〇
年
十
二
月
、
二
一
頁
。
 
 

註
2
5
 
西
川
杏
太
郎
「
海
外
へ
送
ら
れ
た
日
本
古
美
術
展
（
展
覧
会
の
国
際
交
流
三
十
 
 

年
）
」
『
月
刊
文
化
財
』
第
二
二
九
号
、
一
九
八
二
年
十
月
、
四
頁
。
『
伯
林
日
本
 
 

古
美
術
展
覧
会
記
念
図
録
』
上
巻
、
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
委
員
会
、
一
九
 
 

三
九
年
十
二
月
、
舛
舛
舛
l
H
H
・
神
国
如
く
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
頁
。
 
 

註
2
6
 
大
宮
伍
三
郎
、
末
吉
菊
麿
、
瀬
津
伊
之
助
、
原
田
治
郎
、
松
田
福
一
郎
、
南
山
 
 

順
吉
「
座
談
会
 
シ
ャ
ト
ル
日
本
美
術
展
覧
会
を
語
る
」
『
茶
わ
ん
』
第
二
十
巻
 
 

第
三
号
、
一
九
五
〇
年
五
月
、
六
七
－
六
九
頁
。
「
古
美
術
五
点
、
海
を
渡
る
 
 

シ
ア
ト
ル
で
開
く
日
本
美
術
展
」
『
朝
日
新
開
』
一
九
四
九
年
九
月
十
九
日
、
二
 
 

面
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
ッ
ベ
ル
 
「
シ
ア
ト
ル
の
日
本
美
術
展
」
 
『
三
彩
』
第
五
〇
 
 

号
、
一
九
五
一
年
一
月
、
二
四
－
二
七
頁
。
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註
3
7
 
 

註
3
8
 
 

註
3
9
 
 

註
4
0
 
 

註
2
8
 
 

註
2
9
 
 

註
3
0
 
 

註
3
1
 
 

註
3
2
 
 

註
3
3
 
 

註
3
4
 
 

註
2
7
 
 

「
美
術
界
五
年
史
」
『
日
本
美
術
年
鑑
 
昭
和
二
十
二
－
二
十
六
年
版
』
美
術
研
 
 

究
所
、
一
九
五
二
年
二
月
、
三
五
頁
。
「
シ
ャ
ト
ル
博
物
館
に
ゆ
く
美
術
品
」
『
国
 
 

立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
二
九
号
、
一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
二
面
。
 
 
 

『
桑
港
日
本
古
美
術
展
覧
会
 
昭
和
二
六
年
九
月
六
日
－
十
月
五
日
』
文
化
財
 
 

保
護
委
員
会
、
一
九
五
二
年
三
月
、
七
－
二
九
頁
。
 
 
 

『
遍
歴
』
 
四
〇
六
頁
。
 
 
 

『
欧
州
巡
回
日
本
古
美
術
品
展
覧
会
報
告
書
』
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
五
 
 

九
年
三
月
、
十
六
頁
。
 
 

「
文
化
庁
が
行
な
っ
た
海
外
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
一
覧
」
『
月
刊
文
化
財
』
 
 

第
一
〇
五
号
、
一
九
七
二
年
六
月
、
二
三
頁
。
 
 

西
川
杏
太
郎
、
前
掲
註
2
5
、
九
頁
。
 
 

良
知
↓
之
町
司
S
A
日
日
u
単
N
〇
．
N
∽
」
誤
〕
．
p
．
N
∽
．
引
用
者
訳
。
 
 

浅
野
晴
、
佐
和
隆
研
、
上
野
照
夫
、
高
田
修
、
小
林
剛
、
水
野
清
一
、
小
林
太
 
 

市
郎
、
村
田
治
郎
、
座
談
会
「
古
美
術
に
関
す
る
最
近
の
諸
問
題
」
『
仏
教
芸
術
』
 
 

第
十
七
号
、
一
九
五
二
年
十
二
月
、
七
一
頁
。
 
 
 

『
遍
歴
』
 
三
七
九
頁
。
 
 

「
日
本
古
美
術
展
覧
会
 
明
年
一
月
よ
り
約
一
年
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
シ
 
 

ン
ト
ン
・
ボ
ス
ト
ン
・
シ
カ
ゴ
・
シ
ャ
ト
ル
の
五
カ
所
で
」
 
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
 
 

ー
ス
』
第
六
四
号
、
一
九
五
二
年
九
月
一
日
、
二
面
。
 
 

蓮
実
重
康
「
海
外
に
お
け
る
美
術
展
の
あ
り
方
（
美
術
思
潮
）
」
『
国
立
博
物
館
 
 

ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
五
号
、
一
九
五
一
年
十
二
月
一
日
、
一
面
。
 
 

「
日
本
美
術
は
固
有
 
大
和
絵
と
推
古
彿
が
大
好
き
だ
 
奈
良
京
都
の
恩
人
り
 
 

氏
語
る
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
二
十
日
、
二
面
。
 
 

「
国
際
交
流
展
覧
会
実
現
？
」
 
『
芸
術
新
潮
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
五
〇
年
一
 
 

月
、
一
八
－
一
九
頁
。
 
 

前
掲
註
2
6
「
座
談
会
 
シ
ャ
ト
ル
日
本
美
術
展
覧
会
を
語
る
」
『
茶
わ
ん
』
第
二
 
 

十
巻
第
三
号
、
一
九
五
〇
年
五
月
、
六
人
頁
、
松
田
福
一
郎
の
発
言
、
末
吉
菊
 
 

麿
の
発
言
、
六
九
頁
、
蔚
山
順
吉
の
発
言
。
 
 

夫
代
幸
雄
「
海
外
に
於
け
る
日
本
美
術
」
『
世
界
』
第
六
三
号
、
一
九
五
一
年
三
 
 

月
、
七
二
八
四
頁
。
 
 

重
要
美
術
品
に
つ
い
て
「
当
分
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
」
と
定
め
た
 
 

文
化
財
保
護
法
の
第
百
十
六
条
は
現
在
も
残
り
、
重
要
美
術
品
は
解
除
さ
れ
て
 
 

註
4
7
 
 

註
4
8
 
 

4
9
 
 

註
5
0
 
 

註
4
3
 
 

い
な
い
。
 
 

こ
れ
ら
に
類
す
る
失
代
の
発
言
は
、
以
下
の
二
つ
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。
和
 
 

辻
哲
郎
、
失
代
幸
雄
、
井
上
靖
「
新
し
き
国
宝
《
対
談
》
」
 
『
芸
術
新
潮
』
第
二
 
 

巻
第
八
号
、
一
九
五
一
年
八
月
、
一
〇
七
1
二
八
頁
。
矢
代
幸
雄
「
海
外
に
 
 

あ
る
日
本
美
術
」
『
芸
術
新
潮
』
第
三
巻
第
七
号
、
一
九
五
二
年
七
月
号
、
四
四
 
 

－
四
人
頁
。
 
 

吉
澤
息
「
美
術
品
の
海
外
輸
出
（
時
評
）
」
 
『
歴
史
学
研
究
』
第
一
六
〇
号
、
一
 
 

九
五
二
年
十
一
月
、
四
一
頁
。
 
 
 

『
遍
歴
』
 
三
八
八
頁
。
 
 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
［
簿
冊
標
題
］
条
約
、
協
約
、
協
定
・
（
昭
和
二
四
～
昭
和
 
 

二
八
）
 
［
公
開
］
 
［
移
管
省
庁
］
文
部
省
［
作
成
部
局
］
大
臣
官
房
総
務
課
［
件
 
 

名
］
米
国
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
改
定
協
定
案
の
送
付
 
 

に
関
す
る
件
［
件
名
番
号
］
 
二
一
［
作
成
年
月
日
］
昭
和
二
七
年
、
「
文
部
省
原
 
 

議
書
」
用
箋
の
裏
面
。
 
 

森
田
孝
「
展
覧
会
の
一
般
経
過
に
つ
い
て
」
 
『
報
告
書
』
 
四
頁
。
 
 

矢
代
幸
雄
「
私
の
美
術
遍
歴
（
十
）
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
三
年
五
月
十
一
日
、
 
 

十
一
面
。
 
 
 

『
遍
歴
』
 
三
人
〇
頁
、
三
八
二
頁
、
三
八
三
頁
。
 
 

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
氏
来
日
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
四
月
十
四
日
、
夕
刊
 
 

二
面
。
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
は
同
年
三
月
二
十
五
日
に
米
国
日
本
協
会
の
会
長
に
 
 

選
ば
れ
た
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
三
月
二
十
七
日
、
三
面
）
。
 
 
 

『
遍
歴
』
 
三
九
〇
－
三
九
一
頁
。
 
 

「
ダ
レ
ス
講
和
特
使
着
京
 
主
権
の
完
全
回
復
へ
 
随
員
の
顔
ぶ
れ
」
『
朝
日
新
 
 

聞
』
一
九
五
一
年
一
月
二
十
六
日
、
一
面
。
「
昭
和
二
十
六
年
美
術
界
年
史
」
『
日
 
 

本
美
術
年
鑑
 
昭
和
二
十
七
年
版
』
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
（
美
術
研
究
 
 

所
）
、
一
九
五
三
年
三
月
、
五
頁
。
 
 

「
文
化
交
流
に
五
点
を
強
調
．
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
民
声
明
 
文
化
セ
ン
タ
ー
設
 
 

置
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
二
月
二
十
二
日
、
二
面
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
八
三
頁
。
 
 

『
国
際
文
化
会
館
一
〇
年
の
歩
み
一
九
五
二
年
四
月
－
一
九
六
二
年
三
月
』
 
 

絵
本
重
治
編
集
発
行
、
国
際
文
化
会
館
、
一
九
六
三
年
三
月
、
二
頁
。
加
藤
幹
 
 

雄
編
著
『
国
際
文
化
会
館
五
〇
年
の
歩
み
一
九
五
二
－
二
〇
〇
二
』
増
補
改
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註
6
4
 
 

註
6
5
 
 

註
6
6
 
 

註
6
7
 
 

註
甜
 
 

註
6
9
 
 

註
5
6
 
 

註
5
7
 
 

註
5
8
 
 

註
5
9
 
 

註
6
0
 
 

註
6
1
 
 

訂
版
、
国
際
文
化
会
館
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
十
一
頁
、
三
五
一
頁
。
失
代
は
 
 

一
九
五
二
年
よ
り
七
一
年
ま
で
国
際
文
化
会
館
の
評
議
員
を
務
め
た
。
 
 

「
滞
米
中
日
記
」
前
掲
註
2
8
 
『
桑
港
日
本
古
美
術
展
覧
会
』
 
三
七
頁
。
 
 

「
海
外
に
日
本
古
美
術
熟
 
米
仏
伊
な
ど
で
展
覧
会
希
望
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
 
 

五
一
年
十
月
二
十
一
日
、
夕
刊
二
面
。
 
 

「
滞
米
中
日
記
」
前
掲
註
錆
 
『
桑
港
日
本
古
美
術
展
覧
会
』
 
三
六
－
三
七
頁
。
 
 

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
民
夫
妻
再
び
来
日
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
十
月
十
六
 
 

日
、
夕
刊
二
面
。
 
 

前
掲
註
5
7
「
海
外
に
日
本
古
美
術
熱
 
米
仏
伊
な
ど
で
展
覧
会
希
望
」
。
 
 

「
欧
米
美
術
界
の
実
情
－
失
代
幸
雄
氏
の
縦
横
談
－
」
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
 
 

第
六
二
号
、
一
九
五
二
年
七
月
一
日
、
三
面
。
「
昭
和
二
七
年
美
術
界
年
史
」
『
日
 
 

本
美
術
年
鑑
 
昭
和
二
八
年
版
』
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
（
美
術
研
究
所
）
、
 
 

一
九
五
四
年
二
月
、
十
頁
。
 
 

「
米
国
各
地
で
日
本
美
術
展
 
国
宝
級
集
め
大
規
模
に
 
ロ
三
世
か
ら
便
り
 
 

文
化
財
委
も
大
乗
気
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
一
年
十
二
月
二
十
八
日
、
夕
刊
二
 
 

面
。
 
 

神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
矢
代
幸
雄
関
係
資
料
N
〇
．
∽
提
琴
 
「
備
忘
録
 
欧
 
 

米
出
張
」
一
九
五
一
、
十
一
、
九
－
一
九
五
二
、
四
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
 
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
は
、
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
と
、
三
月
十
日
 
 

か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
の
二
回
。
二
月
二
十
八
日
に
「
一
時
l
O
h
n
D
．
R
O
C
k
紆
－
－
e
r
 
 

I
H
I
 
に
中
食
ニ
ヨ
パ
ル
」
、
三
月
十
一
日
に
 
「
三
時
R
O
C
k
迂
－
e
r
ト
会
見
」
、
三
 
 

月
十
二
日
に
 
「
朝
R
O
C
k
f
e
亡
e
r
ト
会
見
」
と
あ
る
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
八
三
頁
、
三
人
七
頁
。
 
 

前
掲
註
6
1
「
欧
米
美
術
界
の
実
情
－
失
代
幸
雄
氏
の
縦
横
談
」
、
「
昭
和
二
七
 
 

年
美
術
界
年
史
」
。
 
 

「
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
氏
来
日
」
 
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
二
年
四
月
十
四
日
、
夕
刊
 
 

二
面
。
 
 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
前
掲
註
4
6
 
［
件
名
番
号
］
 
二
一
、
フ
ィ
ン
レ
ー
よ
り
高
 
 

橋
誠
一
郎
へ
の
手
紙
、
「
文
部
省
原
議
書
」
用
箋
の
表
面
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
七
八
頁
。
 
 

於
下
隆
章
、
近
藤
市
太
郎
、
河
北
倫
明
、
青
山
二
郎
「
座
談
会
・
古
美
術
の
海
 
 

外
流
出
と
そ
の
対
策
」
 
『
美
術
批
評
』
一
九
五
二
年
八
月
、
十
五
頁
、
松
下
隆
章
 
 

註
8
0
 
 

註
飢
 
 

註
㍊
 
 

註
8
3
 
 

註
7
6
 
 

註
7
7
 
 

註
乃
 
 

註
7
9
 
 

註
7
0
 
 

註
7
1
 
 

註
7
2
 
 

註
7
3
 
 

註
7
4
 
 

註
7
5
 
 

の
発
言
。
 
 

前
掲
註
9
 
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
一
三
三
頁
。
 
 

石
沢
正
男
「
ア
メ
リ
カ
に
送
る
日
本
古
美
術
展
 
出
品
目
録
決
定
」
 
『
国
立
博
物
 
 

館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
六
号
、
一
九
五
二
年
十
一
月
一
日
、
三
面
。
 
 

前
掲
註
3
6
「
日
本
古
美
術
展
覧
会
 
明
年
一
月
よ
り
約
一
年
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
 
 

ク
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ボ
ス
ト
ン
・
シ
カ
ゴ
・
シ
ャ
ト
ル
の
五
カ
所
で
」
。
 
 

ウ
ォ
レ
ン
・
Ⅰ
・
コ
ー
エ
ン
 
『
ア
メ
リ
カ
が
見
た
東
ア
ジ
ア
美
術
』
 
川
蔦
一
穂
 
 

訳
、
ス
カ
イ
ド
ア
、
一
九
九
九
年
九
月
、
二
〇
四
頁
。
 
 

安
松
み
ゆ
き
「
一
九
三
九
年
開
催
の
「
伯
林
日
本
古
美
術
展
」
を
め
ぐ
る
二
点
 
 

の
絵
画
」
 
『
別
府
大
学
紀
要
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
、
一
四
五
－
一
 
 

四
七
頁
。
林
進
「
伯
林
の
雪
村
 
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
 
の
「
伯
林
日
本
 
 

古
美
術
展
覧
会
」
」
 
『
月
刊
百
科
』
第
三
八
五
号
、
一
九
九
四
年
十
一
月
号
、
十
 
 

三
－
十
七
頁
。
 
 

わ
ら
半
紙
に
ガ
リ
刷
り
の
小
冊
子
「
A
日
本
古
美
術
展
出
品
目
録
案
」
と
「
B
 
 

日
本
古
美
術
展
ア
メ
リ
カ
側
希
望
案
」
を
参
照
し
た
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
 
 

蔵
失
代
幸
雄
関
係
資
料
N
〇
．
〕
巴
諾
．
 
 

石
沢
正
男
、
前
掲
註
7
1
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
三
五
頁
。
 
 

矢
代
幸
雄
『
日
本
美
術
の
特
質
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
四
月
。
 
 

上
野
直
昭
「
文
化
財
は
保
護
さ
れ
て
ゐ
る
か
1
1
薬
師
寺
月
光
菩
薩
の
問
題
を
 
 

め
ぐ
つ
て
 
－
 
」
 
『
芸
術
新
潮
』
第
三
巻
第
十
二
号
、
一
九
五
二
年
十
二
月
号
、
 
 

五
六
頁
。
 
 

裏
門
安
雄
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
古
美
術
展
」
『
M
u
s
e
u
m
』
第
三
三
号
、
 
 

一
九
五
三
年
十
二
月
、
二
五
頁
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
九
〇
頁
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
七
九
頁
、
三
九
七
頁
。
 
 

『
遍
歴
』
 
三
九
〇
頁
。
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（
付
記
）
 
 
 

本
稿
は
、
明
治
美
術
学
会
（
二
〇
〇
三
年
四
月
二
十
六
日
、
於
東
京
芸
術
大
 
 

学
）
 
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
資
料
調
査
に
当
た
っ
 
 

て
は
、
央
代
若
葉
氏
の
ご
好
意
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
委
員
会
に
 
 

つ
い
て
は
、
西
川
杏
太
郎
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
歌
田
眞
介
 
 

氏
、
五
十
殿
利
治
氏
、
鈴
木
廣
之
氏
、
守
屋
正
彦
氏
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
よ
 
 

り
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
 
 

図
版
典
拠
 
 

写
真
1
 
 

写
真
2
 
 

『
報
告
書
』
 
 

『
報
告
書
』
 
 
口
絵
 
 

十
七
頁
 
 
 


